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B －29 しか酪状の測定方±・ 検針い(iの力営的排性とのm 係

純卑す≪S 式　Ｏ吉(B ^仁子
鳶良子丸C 政　丹羽碓｝

被　服　113

囮的　 着用中に1 じる し,hの観砲に.よる評価 に，できる眸`け忠,変にｔ う客観的評価 につ

いて検討する ．さ 引こ，こ れ弓の客観的l わ評価方茲{二よって 得られ１ し,わ排性と, 布の

ヵφ的性 質どの関連 ，布の用金や繊維 素帥の相お- よるしわ縛性などt 爾 今ガにすること

t 日的と.寸る．

方法　 し4つの客観的評価オ呟 とし1,     KES 一戸B 計双･に7. テムの表面試 験器にフタ．

手Ｘ ｌ． トt 試作しX, しわづけされf-布来面t  (βニ^活 ．．.のじ？ ノワイヤーの梓触^l  ，

ク.O ／^ ク)傅触圧で走査けてしわの輪和 乞し; 応るオ法芒間奄 して 用に る．そ し-X . 症巣

･ヵ-1 ̂のモ.ンーけこト-.iによるしわ特性とも応義寸･5 ．試 料は右販の抑 刻司7. －"/地 ／0 ／種

t 遭 び，しb つi寸tr件は遺産 ／  ̂12'C.    柏対湿虐を μ.  so.  忖:1:2  昿R.H  とし, 衣服

着用時の条件tこ遮似させる．ま^ 乖の力 厚'的性讐との関係t  a るだめ,こ.   K £ S 一戸S  シ

ヌ,tム1  呵いT 基本,恂理鋳性乞剥包-^る．
結果　 水装a で縛 弓れ仁し^-/ヽ ?うく－9  －はかなり遥確に ，しヵヽ も再現性よ( しわ穆伏

乞とら£てぃ ることが. t ≪i的評価結果と封比しi 明ら かとなっｲΞ．特 に，しわ高-V し

わ角考は主観的紅･ｲ斟直との間に 郎} な 一致 が`得られ, itﾚ しヽわや目立.狐ない しわa: どの埓

性値の宛園ず得弓れμ．そし てー．しわイ,寸捨，時間経過に'(*うし心の't化 ，すなわ ち回復

挙動 ，繊 稼襄豺の^ﾚ にヽよるしわ相 犬の差,  遼遠if'し抑 こ及.ぼ寸影響などが劣和的,こ堤ん

'7
 れ(i 

．ﾀ班 量縛差回帰介析I- よ')   .    布クヽしわに参与寸る布の力摩的性哨と して参与i の

火きい峻t-, 膚・･布では向 ず. 引張り排碓 ，厚い 布ではせん断 ．圧嫡 捧欧.が挙げり 札る．

B －30  伸 縮 性を滅 すS 布 地 に迦 する終り 目に つい て

東京 東 工大　　 太 下蔭肥腸

福 岡巌 負大　 Ｑ福 潭素子

§ 胎　 伸縮性 の大きい布尨り暖 い 目郭 脊 に力 ぺ加 えら蔵?  （ 布悪 の/呻岬 こ鰻い目i) 睡

糸 の聊 乙^-気達肢 て･きない た めに， 縫糸?,く丸ヒ切断 し，季地 り仲 紬性 八生かI  収 なりこ と べ

あｓ・ こ 砥 £防止 す3  1-13:,   (|肺 胞o 大きい雄系 左便 用すs  . 帥 糸量り か) 経 い@ で`縫胤

す1> i. 乙が老大 ら,れ3 ． 芝こT 娩ヽ 糸 と睡 い方 £変 えるこ と＼~ よ 。乙,   It:')9 り漕It:戮とり)

ように斐求 す了か き兼 討 寸3  ．

方式　 ポ'J エ スf  ･しニ ット地 色独料 に選 むAヽ次り薩 製 と｡喫 験 ＆行 う。(･)縫糸 と. L  Z 聊^ り

大む け バ ロ ッリニ ット 用経 糸 と盾通 縫糸‥か りエ 久引u 唾 紀 絹緩 鳶 色肌 バ 縫厦 い

地i)  §O 伸 変 と蛙糸 りｲφ度 との師係 左瀬討 寸? ．匂 直匯綾  1．千 エ ーン入フ ッ元 瀕
紬経

I),  及 にニ ット鮭^)
掌 の縫 い§り雌 雄 と経 い目り押 麦 £兼 封t  3 ，B) ダブザ フ確,)  r)ヒ'  'V

？ とふ リ惨 とが` ，縫,) 目り神 変iこ及 ぼ す`影孝 瓦辣 討 す弓。

結呆　 ㈲ 切断肺 皮<r>大*  I ^綾 系の分封， 漣い 方り勿 可を 向ぬ寸緩i)  8 り 切断 伸 度は大ざ

り・ 副

ボノ＼X 乙0.3  .

(?) ジグ ず`グ縫い ・-つ卜 乙は, /い)  幅i - 烏右ふ乏比例 し 乙呻 覆^ けヽ勘!3し，じ･ツチべ 大T く 為

４ ば伸 度iエ儀 夕 する。




